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次号予告
年 月号 編集後記

創刊 20周 年、 新 年 1号。 思い
切った座談会をやりました。い

ろいろおめでたいのでブチ上げてみ
た夢物語と思いきや、今まで気づか
ぬフリをしていた？現行の政策の弱点
射抜く、目の覚める話。対して、世
界に秀でるテクノロジーと技術者たち
の情熱は、老いや病気や人手や時
間、お金等の制約による不自由の外
へ人間を連れ出そうとしています。こ
の方向は、人間性を担保せんとす訪
問看護に通じるもの。ただ、その先
の未来がどう“より人間らしい”かに、
ただ楽観的ではいられません。怠惰
や不明、憂鬱や孤独も人間らしさ。
人は、目の前の障壁がなくなったから
といって前に走り出すとは限りません。
正月早々の根暗発言ですが、だから
やっぱり訪問看護が大切で、訪問看
護をより自由にする“テク”を今年もご
紹介したいと思うのです。…杉本

10年後を遠く感じつつ、10年
前がさほど昔に思えないの

は、年をとったせいでしょうか。当時
はまだADSLが普及し始めたばかり
で、携帯メールは容量制限で届かな
いことも多く、CDや本をいくつも持
ち歩いては時間をつぶし、調べ物に
は辞書か図書館、遠出には地図と
時刻表が欠かせませんでした。今は、
スマートフォンひとつでたいていのこと
がまかなえます。便利なことばかりで
はありませんが、テクノロジーはいつ
も、人が人に会い、ふれあいたいと
いう欲求に従って進化してきた気がし
ます。特集でも「連携」「人材育成」な
ど「人」の課題を多くの方があげてい
ました。ロボットや自動運転で実現さ
れる未来と、人と人がよりつながって
いく未来、違うようでいて実は同じも
のなのかもしれません。…栗原

特集

訪問看護の意思決定支援
いつから何をどう行なうか

「最期は自宅で？ 病院で？」「胃ろうはつけるの？ つけないの？」。 
治療選択はもちろん、さまざまな局面で、本人そして家族に求められる

「意思決定」。本人・家族にとっては何もかもが初体験で、しかも一度き
りのこと。ただでさえつらい状況のなか、心はいっそう揺れ動きます。時
には、自分の意思がわからなかったり、本人・家族の意思が対立するこ
とも。このプロセスに寄り添う「意思決定支援」とは、具体的にはいった
い何をすることなのか？ 各現場の事例・取り組みに基づき読み解きます。

【事例報告】
私にとって「意思決定支援」とは 
❶藤田　愛　❷岩本ゆり　❸�久木ひろ美
❹�川口奏子　❺�田代真理

病院内での意思決定をどう支えるか
Advance Care Planningと看看連携◉宇都宮宏子

「若い世代」の意思決定支援
苦悩・葛藤を支えるカウンセリングのエッセンス◉嵯峨崎泰子

意思決定支援の“落とし穴”◉川口有美子

【座談会】
「マギーズ東京」が本格始動！

意思決定支援としての“場の力”
◉Andrew Anderson、中川和彦、田村恵子、秋山正子

INTERVIEW ケアする人々
明石洋子さん（川崎市自閉症協会会長）
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